
HOWS：本郷文化フォーラムワーカーズスクール《講座紹介》2021年度本科前期（2021年５月15日㈯～2021年９月25日㈯まで）

●現代への疑問と不満を抱き、矛盾の解決をめざす人びとへ ── ここHOWSで、真実の思考を追究しよう！

１、日朝連帯の思想をつちかう
　日本国内に蔓延する歴史修正主義・排外主義のあらわれに抗するには、日朝
間の過去・現在を知る努力を積み重ねることが大切だ。その不断の取り組みを
つうじて、わたしたちは日朝連帯の未来をたぐりよせることができる。過去そ
れを実践した先達に学び、現在それを実践している同志からの報告を聞き考え、
そして行動へ！

①５月15日㈯　小林勝と日朝連帯の思想
　──生まれ「故郷」への郷愁を拒否し故郷と隔絶された在日朝

鮮人にアプローチした稀有の作家
　講師＝卞

ピョン

 宰
ジェ

 洙
ス

（元朝鮮大学校教授）

②６月12日㈯　朝鮮労働党第８回大会から見る朝鮮民主　
主義人民共和国の内外政策

　講師＝李
リ

柄
ビョン

輝
フィ

（朝鮮大学校 朝鮮問題研究センター教授）

③８月１日㈰午前
　ドキュメン
タリー映画 『アイたちの学校』（監督＝高

コ

賛
チャン

侑
ユ

）上映と討論

④７月31日㈯　この裁判は歴史修正主義との闘いだ
　──「群馬の森」朝鮮人追悼碑控訴審判決日（８月26日）を前にして

ＤＶＤ『追悼碑除幕式』（2004年４月24日）あり
　講師＝倉林　誠（「記憶 反省 そして友好」の追悼碑を守る会事務局次長）

⑤９月25日㈯　朝鮮半島と日本の歴史認識を研ぎ澄ませ！
　――「反日種族主義」現象を批判的に考察する

　講師＝鄭
チョン

 栄
ヨン

 桓
ファン

（明治学院大学教授）

２、中国共産党創立100年の今年、
現代中国が直面する課題を探る

　今年2021年は、中国共産党が1919年の抗日・反封建・反帝国主義の学生・
労働者などによる五四運動（1919年）の烈火のごとき大衆運動の中から生ま
れて100年となる。また1921年は、作家魯迅が中国社会の半封建・半植民
地の現実を描いた『阿Q正伝』を発表した年でもある。今期講座では人民中国
建国（1949年）100年にむけた奮闘目標、「社会主義現代化強国」をめざす
習近平中国が直面する課題と、帝国主義陣営による「中国脅威論」にもとづく
中国包囲網に対峙する＜中国＞にどう向き合うかについて考える。

①６月５日㈯　中国共産党創立100年の歴史と今日の課題
　──「中国社会主義中上級段階試論」を踏まえて
　講師＝瀬戸　宏（摂南大学名誉教授/中国現代文学演劇、中国社会主義論）

②８月１日㈰　わたしたちが中国をみるときに　　　　　
留意しておくべきこと

　講師＝羽根次郎（明治大学教員/中国近現代史、現代中国論）

３、いま、労働者に問われている
　思想を掘り起こす
　労働組合が企業内化し、労働運動が日本社会に対する規制力を低下させて久
しい。コロナ禍が、この弱体化した日本労働運動のいまをあぶりだしている。
こうしたなかでも闘いの旗を掲げ、闘う労働者がいる。いま労働者が掘り起こ
すべき思想とはなにか？　政府・独占の戦略とあわせて考える。

①６月２日㈬　日本労働運動、焦眉の課題を語る
　──なぜ労働組合は春闘を闘えなくなったのか
　講師＝宮川敏一（元京成電鉄労働組合書記長）

②７月10日㈯　戦後日本の進路を決定づけた　　　　　　
サンフランシスコ講和条約

　――70年前と現在を検証し、「冷戦」イデオロギーを批判する
　『戦後日本労働運動史』第３巻上（スペース伽耶刊）を手がかりに

　講師＝土松克典（韓国労働運動研究）

③８月７日㈯　ペンでヘイト集団とたたかう新聞労働者
　――ヘイトスピーチをなくすために
　講師＝石橋　学（『神奈川新聞』記者）

④９月８日㈬　デジタル庁は何を狙っているか
　――独占資本の危機乗り切り策と菅政権
　講師＝吉良　寛（自治体労働者）

４、日本の短編小説を読む
　今期は近現代の日本文学のなかでも独自性の際立つ作品を書き続けた四人の
女性作家を取り上げ、それぞれの代表的な中短編から一作を選んで読むことに
する。� （開始時間は各回とも午後6時30分）

　講師＝立野正裕（元明治大学教員）

①６月23日（水）野上弥生子「海神丸」（『海神丸』岩波文庫）
②７月14日（水）田村俊子「木乃伊の口紅」
� （『あきらめ・木乃伊の口紅他四篇』岩波文庫）

③８月18日（水）宮本百合子「乳房」
� （『一九三二年の春・刻々・小祝の一家・乳房』新日本文庫）

④９月15日（水）吉野せい「洟をたらした神」
� （『洟をたらした神』中公文庫）
※入手困難な作品は、HOWS事務局までお問い合わせください。

５、HOWS文化講座
①７月31日㈯午前
　天皇制と中野重治
　──『五勺の酒』をめぐって
　報告＝渥美　博（編集者）／松岡慶一（HOWS事務局）

②９月11日㈯　天皇制と短詩系文学
　報告＝安里ミゲル（詩人）／加部洋祐（歌人）

③９月18日㈯　湯地朝雄「『コンミューンの日々』をめぐって」
を素材に

　報告＝井野茂雄（文化活動家）

６、この人にきく
①５月22日㈯　日本・朝鮮・沖縄
　──辺野古反基地闘争のなかで考えること

　講師＝金
キム

 治
チ

 明
ミョン

（沖縄戦と朝鮮人強制連行を記録する会） 

②５月29日㈯　オリンピック・パラリンピックを中止に！
　講師＝谷口源太郎（スポーツ・ジャーナリスト）

③６月26日㈯　キューバ。共産党第８回大会を終えて
　講師＝クラウディオ‐モンソン（駐日キューバ大使館政務担当一等書記官）

④７月17日㈯　コロナと感染症法改悪の問題点
　講師＝五島真理為（医療カウンセラー）

⑤８月28日㈯　権力と闘う“売れない写真家”
──『闇に消されてなるものか―写真家・樋口健二の世界』
（監督＝永田浩三）上映

　ゲスト＝樋口健二（報道写真家）
◎ＨＯＷＳ付属ゼミナール
　HOWS本科生と聴講生は、有志参加による下記ゼミナールに参加でき
ます。参加費は各ゼミ毎に別途お支払いください。

①HOWS文学ゼミ（戦後文学ゼミを改称）
� チューター＝山口直孝、松岡慶一

　2000年から2016年まで主に戦後の文学・芸術運動を検証する作業を続
けてきましたが、これを第Ⅰ期として、2018年からは第Ⅱ期、名称も
HOWS文学ゼミで再出発しています。第Ⅰ期の作業を継承するのみなら
ず、いかにして現在の荒廃した支配的文化状況を変革して、文学・芸術
運動を再生していくかが課題です。

◦申込方法
◦所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、入学金・受講料を添えて、直接
事務局に持参、または現金書留にて郵送してください。郵便振替ご利用の
際は、申込用紙を別途郵送または事務局にお持ちください。

≪20２1年度前期募集要項≫

◦定員　本科生20名
◦全講座 23 回（各週1〜2回程度）
◦本科生は、すべての講座を受講できます。

◎聴講生20名
　シリーズを問わず、自由に講座が選べる８枚綴りの聴講チケットがあります。

◎本科生　入学金…1万円（次期以降は不要）
　受講料…前期：25,000円、後期：25,000円
◦前期５月、後期11月の開講時までにそれぞれ納入してください。
◎聴講生　聴講料 回数券…10,000円
◦聴講料納入と引き換えに８枚綴りの聴講チケットをお渡しします。
◦１回の受講料は本科より割高ですが、一般受講より割安になります。
◦聴講チケットは、期間内のみ使用できます。
◎一般　受講料…1,500円（各講座1回につき）
◦本科生・聴講生以外の一般参加は、受付で現金にていただきます。

◦注意事項
◦HOWSゼミナールについては、会計が異なります。
◦講師の急病等やむを得ない事情により、日程・テーマ・講師等が変更にな
る場合があります。

◦費用

2021年前期HOWS講座は新型コロナ
ウイルス感染拡大のため、本リーフ

レットでお知らせした講座の予定が変更になる場
合があります。今期も定員20名の事前予約制と
して実施します。予定変更の際はお知らせします。

お知らせ

５月15日㈯  13時00分～１5時30分
2021年度前期  開講講座

小林勝と日朝連帯の思想
――  生まれ「故郷」への郷愁を拒否し故郷と

隔絶された在日朝鮮人にアプローチした稀有

の作家

講師＝卞
ピョン

 宰
ジェ

 洙
ス

（文芸評論家・元朝鮮大学校教授）

①７月31日㈯　10：30～13：00
　天皇制と中野重治──『五勺の酒』をめぐって
　報告＝渥美　博（編集者）／松岡慶一（HOWS 事務局）　
②７月31日㈯　14：00～16：30
　この裁判は歴史修正主義との闘いだ
　──「群馬の森」朝鮮人追悼碑控訴審判決日（８月26日）を前にして　 
　講師＝倉林　誠（「記憶 反省 そして友好」の追悼碑を守る会事務局次長）

③８月１日㈰　10：30～13：00
　ドキュメン

タリー映画 『アイたちの学校』（監督＝高賛侑）上映と討論

④８月１日㈰　14：00～16：30
　わたしたちが中国をみるときに留意しておくべきこと
　講師＝羽根次郎（明治大学教員 / 中国近現代史、現代中国論）

夏季セミナー 　　いま問われている日本人民の歴史観 � ７月31日㈯〜８月１日㈰（HOWSホールにて開催）

HOWS講座カレンダー 2021年度前期（５月～９月）
①５月15日㈯ 開講講座

小林勝と日朝連帯の思想
講師＝
卞  宰  洙

②５月22日㈯ 日本・朝鮮・沖縄
――辺野古反基地闘争のなかで考えること

講師＝
金  治  明

③５月29日㈯ オリンピック・パラリンピックを中止
に！

講師＝
谷口源太郎

④６月２日㈬ 日本労働運動、焦眉の課題を語る 講師＝
宮川敏一

⑤６月５日㈯ 中国共産党創立100年の歴史と今日の
課題

講師＝
瀬戸　宏

⑥６月12日㈯ 朝鮮労働党第8回大会から見る朝鮮民
主主義人民共和国の内外政策

講師＝
李  柄  輝

⑦６月23日㈬ 野上弥生子「海神丸」 講師＝
立野正裕

⑧６月26日㈯ キューバ。共産党第８回大会を終えて 講師＝
クラウディオ
‐ モンソン

⑨７月10日㈯ 戦後日本の進路を決定づけたサンフラ
ンシスコ講和条約

講師＝
土松克典

⑩７月14日㈬ 田村俊子「木乃伊の口紅」 講師＝
立野正裕

⑪７月17日㈯ コロナと感染症法改悪の問題点 講師＝
五島真理為

夏季セミナー
⑫７月31日㈯

天皇制と中野重治
──『五勺の酒』をめぐって

報告＝
渥美　博
松岡慶一

夏季セミナー
⑬７月31日㈯

この裁判は歴史修正主義との闘いだ 講師＝
倉林　誠

夏季セミナー
⑭８月１日㈰

『アイたちの学校』（監督＝高賛侑）
上映と討論

夏季セミナー
⑮８月１日㈰

わたしたちが中国をみるときに留意し
ておくべきこと

講師＝
羽根次郎

⑯８月７日㈯ ペンでヘイト集団とたたかう新聞労働
者

講師＝
石橋　学

⑰８月18日㈬ 宮本百合子「乳房」 講師＝
立野正裕

⑱８月28日㈯ 権力と闘う“売れない写真家” ゲスト＝
樋口健二

⑲９月８日㈬ デジタル庁は何を狙っているか 講師＝
吉良　寛

⑳９月11日㈯ 天皇制と短詩系文学 報告＝
安里ミゲル
加部洋祐

�９月15日㈬ 吉野せい「洟をたらした神」 講師＝
立野正裕

�９月18日㈯ 湯地朝雄「『コンミューンの日々』をめ
ぐって」を素材に

報告＝
井野茂雄

�９月25日㈯ 朝鮮半島と日本の歴史認識を研ぎ澄ま
せ！

講師＝
鄭  栄  桓


